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月666 定 例 議 会
11日から19日までの9日間の会期で開催されました。
報告5件、諮問1件、21年度補正予算2件、条例改正・

制定4件が提出され、審議の結果、すべての議案を原案通り
可決しました。
6人の議員が、『森林整備』『町の施設』『税負担』『補助金』

『教育』等について、一般質問しました。

●
中
学
卒
業
ま
で
医
療
費
を

無
料
に
す
る
条
例
改
正

※
下
欄
参
照

─
討

論
─

原
澤
良
輝
議
員

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、

大
き
な
不
安
は
子
供
の
医
療

費
の
問
題
で
す
。
中
学
卒
業

ま
で
医
療
費
が
無
料
に
な
る

こ
と
で
、
子
育
て
す
る
な
ら

「
み
な
か
み
町
」
と
言
わ
れ

る
安
心
子
育
て
の
大
き
な
保

障
に
な
り
ま
す
。

（
全
会
一
致
可
決
）

●
町
税
条
例
の
一
部
改
正

●
町
企
業
誘
致
促
進
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
の
課
税

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

●
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正（

全
会
一
致
可
決
）

●
町
一
般
会
計
継
続
費
繰
越

計
算
書

●
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

●
町
温
泉
事
業
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

●
財
新
治
農
村
公
園
公
杜
の

経
営
状
況

●
土
地
開
発
公
杜
の
経
営
状
況

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

左
記
の
人
を
推
薦
し
ま
し

た
。

大
川
弘
志
氏
（
湯
宿
温
泉
）

お
お

か
わ

ひ
ろ

し（
全
会
一
致
同
意
）

賛
成

報報報

告告

議議議

案案

諮諮諮

問問

お

知

ら

せ

ததֶֶଔଔۀۀままͰͰ
ҩҩྍྍඅඅ͕͕ແແྉྉになり

ます！

��݄ �೔Αり

★詳細は、以下にお問い合わせ下さい。
役場町民福祉課 福祉・医療グループ ☎25-5011

水上支所 住民サービスグループ ☎72-2111
新治支所 〃 ☎64-0111
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◇
一
般
会
計

─
討

論
─

穂
苅
清
一
議
員

観
光
協
会
へ
の
補
助
金
七

〇
〇
万
円
を
支
出
す
る
前
に
、

協
会
の
不
適
切
経
理
の
原
因

究
明
を
す
る
べ
き
で
す
。

林

一
彦
議
員

観
光
は
町
の
主
幹
産
業
で

あ
り
、
新
体
制
の
観
光
協
会

役
員
か
ら
は
、
信
頼
回
復
と

再
建
に
向
け
て
の
熱
い
意
気

込
み
を
感
じ
ま
す
。

商
工
費
七
〇
〇
万
円
補
助

の
他
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

助
成
金
や
妊
婦
健
康
検
診
費
、

イ
ノ
シ
シ
侵
入
対
策
費
な
ど

が
含
ま
れ
、
町
民
生
活
に
直

結
す
る
補
正
で
す
。

高
橋
市
郎
議
員

観
光
協
会
へ
の
助
成
金
が

本
補
正
の
一
番
の
争
点
で
あ

り
、
直
前
ま
で
反
対
の
意
思

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先

日
、
協
会
新
役
員
の
決
意
を

聞
き
、
町
を
上
げ
て
応
援
し

た
い
と
い
う
心
境
に
変
わ
り

ま
し
た
。

新
事
務
局
長
に
は
観
光
協

会
再
生
の
た
め
に
努
力
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
賛
成
二
〇
反
対
二
可
決
）

◇
国
民
健
康
保
険
会
計

（
全
会
一
致
可
決
）

2 1 年 度 補 正 予 算（6月補正）

総 額主 な 内 容補 正 額項 目

127億483万円

職員人件費／▲700万円
情報政策事業／▲6万3千円
庁舎管理事業／50万8千円
施設管理事業／6万6千円
町有自動車管理事業（公有自動車購入）

／68万8千円
地域づくり事業（コミュニティ助成金）

／168万円
山岳資料館事業／6万3千円
選挙管理委員会事業（名簿システム改修）

／▲95万5千円
保育園総務事業／41万円
第二保育園事業／▲145万9千円
保健指導事業（妊婦検診委託料）／864万円
農業振興事業／336万4千円
畜産事業／100万3千円
林業事業／222万円
商工会補助事業／266万8千円
観光振興事業（観光協会補助金等）／810万円
観光施設総務事業（緊急雇用対策等）

／153万8千円
土地区画整理事業／1,753万3千円
消防施設事業／221万5千円
藤原中学校事業／12万円
幼稚園事業／180万円
社会教育事業（婦人会ユニフォーム購入補助）

／150万円
体育施設事業／151万5千円
給食センター事業／60万5千円

4,675万9千円一 般 会 計

27億2,450万3千円
前期高齢者納付金／59万2千円
老人保健医療費拠出金／1,436万4千円
予備費／▲673万円

822万6千円国民健康保険
特
別
会
計

賛
成

賛
成

反
対
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555555555555555
月
臨
時
議
会

●
町
営
住
宅
の
明
け
渡
し
訴

訟
の
提
起

─
討

論
─

穂
苅
清
一
議
員

町
民
に
対
し
て
も
、
居
住

権
・
生
活
権
が
あ
り
ま
す
。

生
存
権
を
奪
う
よ
う
な
や
り

方
に
は
反
対
で
す
。

（
賛
成
二
〇
反
対
二
承
認
）

●
二
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

─
討

論
─

穂
苅
清
一
議
員

町
営
住
宅
の
明
渡
し
訴
訟

費
用
が
、
総
額
九
八
万
二
千

円
、
専
決
処
分
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
賛
成
二
〇
反
対
二
承
認
）

※
以
下
は
全
会
一
致
承
認

●
町
税
条
例
の
一
部
改
正

●
町
税
条
例
の
一
部
改
正

●
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
改
正

●
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

●
二
十
年
度
補
正
予
算

◇
一
般
会
計

◇
老
人
保
健
特
別
会
計

◇
温
泉
事
業
特
別
会
計

平
成

年
５
月

日

21

28

●
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

─
討

論
─

原
澤
良
輝
議
員

町
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
削
減

が
、
民
間
ボ
ー
ナ
ス
引
下
げ

の
口
実
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
、

経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

与
え
ま
す
。

阿
部
賢
一
議
員

町
を
支
え
る
町
民
の
経
済

状
況
を
見
た
時
に
、
町
職
員

の
皆
さ
ん
も
理
解
を
し
て
く

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
賛
成
二
〇
反
対
二
可
決
）

●
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

─
討

論
─

原
澤
良
輝
議
員

「
払
え
る
国
民
健
康
保
険

税
」
に
す
る
た
め
に
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
も
含
め
、

国
民
健
康
保
健
制
度
を
国
の

賛
成

反
対

責
任
で
見
直
し
、
国
が
応
分

の
負
担
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

鈴
木

勲
議
員

国
保
会
計
は
基
金
残
額
も

少
な
く
、
増
加
す
る
医
療
費

に
見
合
う
収
入
が
見
込
め
な

い
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
国

保
税
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。二

分
の
一
を
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
、
医
療
費
抑
制

の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

国
保
会
計
の
健
全
化
が
図
れ

ま
す
。

速
水
一
浩
議
員

介
護
料
・
水
道
料
等
が
上

が
る
中
で
、
支
払
う
保
険
料

が
多
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

国
保
税
は
段
階
的
に
上
げ
て

欲
し
い
と
い
う
の
が
町
民
の

意
見
で
あ
り
、
町
提
案
（
本

年
二
八
％
上
げ
た
後
、
二
年

は
据
え
置
き
）
に
は
反
対
で

す
。

中
村

正
議
員

国
保
税
制
度
の
都
道
府
県

単
位
の
一
元
化
を
求
め
る
と

共
に
、
上
げ
幅
（
五
六
％
）

賛
成

反
対

賛
成

反
対

反
対

反
対

反
対

の
半
分
を
町
負
担
、
残
り
半

分
を
加
入
者
負
担
（
二
八
％

増
）
願
う
も
の
で
、
負
担
軽

減
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見

ら
れ
ま
す
。

穂
苅
清
一
議
員

一
般
会
計
か
ら
の
補
填
に

保
障
は
な
く
、
国
保
税
値
上

げ
に
よ
る
滞
納
者
と
短
期
保

険
証
な
ど
の
発
行
者
が
増
加

す
る
こ
と
を
懸
念
し
ま
す
。

（
賛
成
一
七
反
対
五
可
決
）

※
以
下
は
全
会
一
致
可
決

●
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

●
町
長
・
副
町
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
ま
ち
づ
く
り
活
動
つ
な
ぎ

資
金
貸
付
条
例
の
制
定

●
ま
ち
づ
く
り
活
動
つ
な
ぎ
資

金
貸
付
基
金
条
例
の
制
定

議議

案案

専
決
処
分
報

専
決
処
分
報
告告

請
負
契
約
締

請
負
契
約
締
結結

●
古
馬
牧
小
学
校
校
舎
耐
震

補
強
工
事

●
藤
原
小
学
校
体
育
館
耐
震

補
強
工
事

●
新
治
中
学
校
校
舎
耐
震
補

強
工
事

（
す
べ
て
全
会
一
致
可
決
）

21年度補正予算／一般会計
総 額主 な 内 容補 正 額

126億5,807万1千円3,307万1千円
減債基金利子積立金／176万円
施設管理費事業／575万5千円
商工会補助費事業／811万5千円
観光施設総務事業／747万円

除雪費事業／216万4千円
都市公園管理事業／487万5千円
町営住宅管理事業／98万2千円
体育施設管理事業／195万円
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、

若
い
人
に
比
べ
て
医
療
費
の

多
く
か
か
る
高
齢
者
や
所
得

の
低
い
方
の
加
入
割
合
が
高

く
、
他
の
医
療
保
険
（
会
社

の
健
康
保
険
組
合
等
）
に
比

べ
て
財
政
基
盤
が
弱
く
、
医

療
費
が
年
々
増
え
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

町
の
世
帯
当
た
り
の
国
保

税
額
は
、
十
九
年
度
の
実
績

で
県
内
三
八
市
町
村
と
比
較

す
る
と
、
三
〇
番
目
と
低
く
、

一
人
当
た
り
の
診
療
費
で
は
、

一
七
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
医
療
費
に
見

合
っ
た
税
率
が
設
定
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

介護納付金分後期高齢者支援金分医療分（基礎課税額分）
区 分 平等割

額（円）
均等割
額（円）

資産
割率

所得
割率

平等割
額（円）

均等割
額（円）

資産
割率

所得
割率

平等割
額（円）

均等割
額（円）

資産
割率

所得
割率

５,５００９,５０００.０９０.０１５５,０００５,００００.０９０.０２３１８,０００１９,５０００.２０.０５20年度
７,０００１０,００００.１５０.０１９４,０００５,００００.０６０.０１２２７,０００３２,００００.３０.０８５21年度

①
二
十
一
年
度
だ
け
の
収
支

で
改
正
す
る
の
で
は
な
く
、

介
護
保
険
料
と
同
様
に
今

後
三
年
間
の
収
支
を
考
慮

し
、
税
率
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、三
年
毎
に

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

②
税
率
は
、
三
年
間
分
を
考

慮
す
る
た
め
、
二
十
年
度

の
国
保
税
の
総
額
に
対
し

五
六
％
ア
ッ
プ
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
二
分
の
一（
二
八
％
）

分
を
国
保
加
入
者
に
負
担

し
て
い
た
だ
き
、
残
り

（
二
八
％
）
の
分
を
一
般

会
計
か
ら
国
保
会
計
に
補

助
（
支
援
）
し
ま
す
。

③
二
八
％
の
ア
ッ
プ
分
を
税

額
に
換
算
す
る
と
加
入
者

1
人
当
た
り
の
平
均
で
月

額
一
七
五
〇
円
負
担
が
増

え
ま
す
。

国 保 税 率 の 改 正 表

税
率
改
正
の
要
点

国保税
が平均で22222222228888888888％％％％％％％％％％アアアアアアアアアアッッッッッッッッッッ28％アップププププププププププ

になります

歳
入
不
足
の
要
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
国
保
会

計
は
、
医
療
保
険
制
度
改
革

に
よ
り
七
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
が
国
保
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
移
行
し
、
国

保
税
収
入
が
一
億
三
千
万
円

程
減
収
に
な
り
、
更
に
国
県

等
の
補
助
金
も
減
少
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
毎
年
上
昇
す

る
医
療
費
の
支
払
い
の
た
め

不
足
が
生
じ
、
町
の
一
般
会

計
か
ら
一
億
八
千
万
円
特
別

に
補
助
（
繰
入
）
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
歳
入
不
足
の
状
況
は
、

今
後
も
改
善
さ
れ
な
い
た
め
、

平
成
二
十
一
年
だ
け
で
も
三

億
五
千
万
円
あ
ま
り
不
足
し

ま
す
。

医
療
費
の
支
払
い
は
、
平

均
で
毎
年
六
％
上
昇
し
て
い

る
た
め
、
翌
年
度
は
更
に
国

保
税
の
値
上
げ
を
行
わ
な
け

れ
ば
不
足
が
生
じ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
毎
年
医
療
費
の
伸

び
に
見
合
っ
た
税
率
改
正
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
毎
年
税
率
改
正

を
行
う
こ
と
は
、
今
の
経
済

状
況
を
勘
案
す
る
と
、
非
常

国
保
が
支
払
う
医
療
費
は
、

基
本
的
に
は
五
〇
％
を
国
と

県
か
ら
の
補
助
金
で
、
残
り

の
五
〇
％
を
国
保
加
入
者
の

国
保
税
で
賄
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

支
払
う
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、

負
担
し
て
い
た
だ
く
国
保
税

も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
医
療

費
が
伸
び
る
と
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
国
保
税
も
高
額
に
な

り
ま
す
の
で
、
二
十
一
年
度

か
ら
三
年
間
は
毎
年
、
国
保

会
計
に
対
し
一
般
会
計
か
ら

多
額
の
繰
入
（
支
援
）
を
行

い
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
か
み
町
と
し
て
は
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野

の
施
策
を
総
合
的
に
実
施
し
、

国
保
加
入
者
の
皆
様
の
健
康

の
保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
結
果
と
し
て
医
療

費
の
適
正
化
が
な
さ
れ
る
よ

う
関
係
部
局
と
と
も
に
事
業

運
営
の
健
全
化
・
安
定
化
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
国
保
税
の
値

上
げ
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

に
国
保
加
入
者
の
負
担
が
重

く
な
り
、
滞
納
が
増
加
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
国
保
会

計
を
更
に
圧
迫
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

国
保
税
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特特集・国民健康保険よりお知ら特集・国民健康保険よりお知らせせ

●問い合わせ先 税務課 住民税グループ ☎25‐5007
町民福祉課 福祉・医療グループ ☎25‐5011



みなかみ議会だより（第16号） 6

6人が質問を行いました。一般質問 を う

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に

思
い
切
っ
た
対
策
を

町
長

森
林
整
備
通
じ
棲
み
分
け
が
で
き
る
よ
う
に

໰
平
成
に
入
っ
た
頃
か
ら
、

サ
ル
が
田
畑
を
荒
ら
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
新
治
支
所
の
あ
る
布
施
ま

で
サ
ル
が
出
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

収
穫
を
前
に
作
物
を
サ
ル

に
荒
ら
さ
れ
た
農
家
の
怒
り

や
嘆
き
は
大
変
な
も
の
で
す
。

農
家
に
と
っ
て
、
作
物
は
給

料
で
あ
り
ボ
ー
ナ
ス
で
す
。

サ
ル
に
よ
っ
て
生
活
が
破
壊

さ
れ
て
い
ま
す
。経
済
的
・
精

神
的
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

サ
ル
の
被
害
は
、
個
別
の

農
家
で
防
ぐ
に
は
限
界
が
あ

り
、
経
済
的
負
担
も
作
物
か

ら
の
収
益
を
超
え
る
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ル
の

集
団
は
、
田
畑
を
荒
ら
す
悪

い
「
文
化
」
を
身
に
つ
け
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

被
害
が
よ
り
深
刻
化
し
て
き

た
の
で
、
捕
獲
奨
励
金
制
度

を
設
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
は
、

野
生
動
物
追
い
払
い
用
の
轟

音
玉
等
の
貸
出
し
や
電
気

柵
・
捕
獲
檻
の
設
置
、
サ
ル

の
群
れ
調
査
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

群
馬
県
一
広
い
み
な
か
み

町
に
住
む
私
達
は
、
有
害
鳥

獣
と
敵
対
意
識
を
持
っ
て
対

峙
す
る
だ
け
で
な
く
、
う
ま

く
棲
み
分
け
で
き
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
協
力

を
得
て
、
サ
ル
等
が
出
没
し

に
く
い
里
山
を
作
る
た
め
に
、

現
状
の
対
策
と
共
に
、
森
林

整
備
に
力
を
入
れ
る
事
が
最

も
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

町町町政政 問問
島
崎

栄
一
議

員

町
民
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
行
政
と
し
て
本
気
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
サ
ル
の
駆
除

費
を
現
在
の
一
頭
八
五
〇
〇

円
か
ら
二
万
円
に
値
上
げ
す

る
な
ど
の
、
思
い
切
っ
た
取

り
組
み
の
強
化
が
必
要
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
対
策
も
必
要

で
す
。
役
場
に
専
門
の
課
を

設
置
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
決
定

的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
民
は
、
こ
ん
な
時

の
た
め
に
税
金
を
払
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

౴
町
長
町
は
、
合
併
前

か
ら
、
猟
友
会
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
捕
獲
や
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
、
追
い
払
い
等

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

（右）捕獲されたサル
（下）サルの食害を受けた作物
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一 般 質 問

農産物加工の家
1千万円補助金は適正か

町長 事業趣旨に添っていると考える

໰
こ
の
源
泉
は
一
号
泉
と

二
号
泉
が
自
然
湧
出
し
、

一
号
泉
は
遊
神
館
、
二
号
泉

は
多
く
の
権
利
者
が
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
大
切
な
資

源
で
す
の
で
有
効
に
活
用
し
、

将
来
混
乱
を
招
か
な
い
た
め
、

権
利
区
分
は
ど
う
な
の
か
伺

い
ま
す
。

౴
町
長
奥
平
温
泉
は
破

産
し
た
熊
本
県
の
「
天

下
一
家
の
会
」
の
所
有
で
し

た
が
、
平
成
二
年
三
月
二
十

本
多

秀

議
員

グリーンツーリズム事業の一環として整備された（円内：そば打ち体験の様子）

໰
補
助
金
は
適
正
に
運
用

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

１
ど
の
よ
う
な
目
的
で
補
助

金
が
承
認
さ
れ
た
か
。

２
業
務
実
績
報
告
書
は
適
正

に
報
告
さ
れ
た
か
。

３
個
人
の
そ
ば
食
堂
に
見
え

ま
す
が
、
一
〇
〇
〇
万
円
の

補
助
金
は
補
助
金
適
正
化
法

に
合
致
し
て
い
る
か
。

౴
町
長
１
た
く
み
の
里

加
工
組
合
よ
り
提
出
さ

れ
た
計
画
書
に
よ
り
「
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
整
備
事

業
実
施
要
領
」
に
基
づ
き
事

■奥平温泉源泉 権利関係を明確に

日
に
、
当
時
新
治
村
が
鉱
泉

地
を
購
入
し
ま
し
た
。
一
号

泉
は
す
べ
て
町
の
持
ち
分
で

あ
り
、
湧
出
量
は
毎
分
四
〇

〇
ℓ
弱
、
二
号
泉
の
持
ち
分

は
四
〇
〇
分
の
三
五
八
で
あ

り
、
湧
出
量
は
毎
分
四
三
〇

ℓ
弱
、
登
記
上
の
所
有
者
は

一
八
名
で
す
。

今
後
の
方
針
と
し
て
は
、

権
利
者
の
提
案
で
町
が
事
業

を
行
う
場
合
は
、
適
切
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

業
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
関
係
書
類
と
事
業
実
績
報

告
書
を
添
え
て
補
助
金
の
請

求
を
行
い
ま
し
た
。
交
付
要

綱
は
補
助
事
業
の
遂
行
に
当

た
り
、
必
要
な
事
項
は
知
事

が
指
示
す
る
と
あ
り
ま
す
。

３
こ
の
事
業
は
、
都
市
と
の

交
流
と
農
山
村
地
域
の
活
性

化
が
目
的
で
す
。
農
事
組
合

法
人
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
整
備
事
業
の
実
施
要
項

に
添
っ
て
法
人
運
営
が
さ
れ

て
い
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

໰
補
助
金
は
個
人
で
な
く
、

グ
ル
ー
プ
に
支
出
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
基
準
は
、

誰
に
・
ど
ん
な
組
織
に
対
し

て
か
、
公
平
公
正
な
税
の
使

い
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

౴
町
長
補
助
金
は
県
で
、

町
で
は
お
金
は
出
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
県
に
聞
い
て

下
さ
い
。

奥平温泉には2つの源泉がある（2号源泉）

※
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

農
・
山
・
漁
村
地
域
に
お
い
て
自
然
、

文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
、
滞

在
型
の
余
暇
活
動
。
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一 問般 質

໰
旧
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、

建
物
の
一
部
撤
去
は
さ

れ
ま
し
た
が
、
大
部
分
は
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
す
。
有
害

物
質
に
よ
る
汚
染
や
施
設
撤

౴
町
長
同
セ
ン
タ
ー
は

平
成
十
年
に
ア
メ
ニ

テ
ィ
パ
ー
ク
が
開
設
さ
れ
る

ま
で
約
三
十
五
年
間
、
環
境

行
政
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
地
元
後
閑
・
真
政

地
区
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
業
務
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
に
除
去
方
法

や
費
用
の
予
備
調
査
を
行
い

ま
し
た
が
、
費
用
捻
出
が
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
補
正
で
、
真
政
～
悪

戸
線
を
整
備
し
、
一
七
号
バ

イ
パ
ス
に
つ
な
が
る
構
想
を

追
加
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
撤

去
を
し
な
が
ら
道
路
整
備
し
、

工
業
誘
致
が
で
き
る
環
境
作

り
を
整
え
、
一
体
的
な
整
備

計
画
を
策
定
し
た
い
。

旧
衛
生
セ
ン
タ
ー
跡
地

有
効
利
用
で
き
な
い
か

町
長

費
用
か
さ
む
の
で
整
備
計
画
に
組
み
込
み
な
が
ら

高
橋

市
郎
議

員

໰
工
業
誘
致
で
活
性
化
を

図
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
同
セ
ン
タ
ー
が
原

因
に
な
っ
て
企
業
誘
致
が
進

ま
な
い
状
況
な
ら
ば
、
計
画

的
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
望
み

ま
す
。

౴
総
合
政
策
課
長
経
済

危
機
対
策
、
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
な
ど
国
の
施
策

が
あ
り
、
総
合
的
に
検
討
し

た
い
。

౴
地
域
整
備
課
長
後
閑

地
区
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
、
都
市
計
画
道
路
の

進
捗
状
況
を
見
て
、
な
る
べ

く
早
く
結
論
が
出
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。

去
に
多
大
な
費
用
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
安
全
な
土
地
に
戻

し
、
跡
地
利
用
を
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

廃
止
後
も
設
備
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
ま
ま
残
る

（
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
の
調
査
、
二
点
と
も
）
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໰
大
日
本
帝
国
が
起
こ
し

た
侵
略
戦
争
の
深
い
反

省
か
ら
、
広
島
・
長
崎
を
繰

り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
、
日

本
国
憲
法
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
、
地
球
上
の
二
万
三
千

発
の
核
兵
器
を
な
く
す
た
め

に
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
、
核

廃
絶
へ
ア
メ
リ
カ
の
責
任
を

語
り
ま
し
た
。

又
、
町
は
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
を
し
て
い
ま
す

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

平
和
施
策
を
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

౴
町
長
日
本
は
オ
バ
マ

大
統
領
の
演
説
を
支
持

し
、
世
界
に
向
け
て
平
和
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
町
は
二
〇
〇
六

年
九
月
に
非
核
平
和
宣
言
を

行
い
、
日
本
非
核
宣
言
自
治

体
協
議
会
に
加
入
し
、
先
月
、

໰
全
国
で
派
遣
や
請
負
、

パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
解
雇
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
労
働
者
の
派
遣

切
り
や
、
倒
産
に
よ
る
被
害

を
受
け
て
い
る
、
弱
い
立
場

の
人
た
ち
に
総
合
的
な
相
談

窓
口
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

౴
町
長
労
働
行
政
は
、

国
、
県
が
行
っ
て
お
り
、

町
は
労
働
者
実
態
等
を
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。
企
業
倒
産

の
実
態
は
、
民
間
の
経
済
活

動
の
結
果
で
あ
り
、
町
と
し

て
関
与
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
心
配
ご
と
相
談
事

業
（
左
表
）
を
実
施
し
て
お

■
総
合
相
談
窓
口

町
民
の
生
命
・
財
産
守
る
上
で
必
要

戦
没
者
追
悼
を
通
じ
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に

（
平
和
式
典
）

核廃絶宣言自治体として
今後の平和施策は

町長 住民レベルで核廃絶と平和運動を

穂
刈

清
一
議

員

り
、
特
別
に
窓
口
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

໰
町
営
住
宅
家
賃
滞
納
で

明
け
渡
し
に
よ
り
住
宅

を
失
う
人
に
、
町
は
そ
の
後
、

救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

౴
町
長
滞
納
者
と
は
、

何
度
も
話
し
合
い
の
場

を
も
っ
て
い
ま
す
。
強
制
退

去
は
、
話
し
合
い
を
無
視
し

続
け
た
り
、
誓
約
を
破
る
な

ど
、
滞
納
家
賃
納
付
の
誠
意

が
見
ら
れ
な
い
入
居
者
に

行
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
で
開
催
さ
れ
た
総
会
と

研
修
会
に
職
員
を
派
遣
し
ま

し
た
。
町
と
し
て
は
、
毎
年
、

平
和
式
典
な
ど
も
住
民
レ
ベ

ル
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

౴
総
務
課
長
非
核
・
平

和
の
町
宣
言
の
看
板
は
、

庁
舎
改
修
で
取
り
外
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
取
り
付
け

る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

法律相談心配ごと相談
会場日程会場日程

水上8/14金新治8/18火

新治9/11金月夜野9/15火

月夜野10/9金水上10/20火

水上11/13金新治11/17火

新治12/11金月夜野12/15火

月夜野1/8金水上1/19火

水上2/12金新治2/16火

新治3/12金月夜野3/16火

心配ごと相談は、民生・人権・行政の各委員
が、法律相談は、弁護士が対応いたします。
問い合せ先：社会福祉協議会

☎62-0081（要予約）

平成21年度 町相談所日程表

※４～７月分は終了しています。
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໰
谷
川
地
区
で
は
き
れ
い

な
水
が
大
量
に
放
流
さ

れ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
水
道
は
塩

素
を
「
毒
」
と
考
え
、
注
入

を
義
務
づ
け
て
お
ら
ず
逆
に

上
限
を
決
め
て
い
ま
す
。

「
塩
素
と
発
が
ん
性
」
を
指

摘
し
た
ハ
リ
ス
・
レ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
塩

素
で
殺
菌
す
る
方
法
を
改
め

る
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
プ
ト
原
虫
１※

も

塩
素
で
は
死
に
ま
せ
ん
。

塩
素
は
水
道
施
設
を
痛
め
、

修
繕
費
も
か
か
り
ま
す
。
塩

素
を
混
入
し
な
い
「
美
味
し

い
水
特
区
」
を
つ
く
っ
て
、

生
物
浄
化
方
式（
緩
速
）を
検

討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

໰
緊
急
経
済
対
策
交
付
金

等
で
学
校
建
設
予
算
が

大
幅
に
増
額
さ
れ
ま
す
。
予

算
不
足
を
理
由
に
変
更
さ
れ

た
「
水
上
地
区
教
育
施
設
整

備
計
画
」
を
答
申
ど
お
り
に

戻
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

౴
教
育
長
補
助
金
等
の

国
県
へ
の
手
続
が
進
行

中
で
あ
り
、
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
学
校
建
設
予
算

緊
急
経
済
対
策
を
機
に
元
に
戻
し
て
は

直
し
を
求
め
る
意
見
が
国
等

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

税
制
調
査
会
で
議
論
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

౴
税
務
課
長
個
別
に
納

税
相
談
を
し
て
、
分
納

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
災

害
な
ど
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

お
い
し
く
安
全
な
水
の
た
め

塩
素
使
わ
な
い
浄
化
方
式
を

町
長

国
の
法
改
正
が
必
要

原
澤

良
輝
議

員

໰
低
金
利
時
代
に
延
滞
金

は
高
す
ぎ
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
の
理
由
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
か
っ
た
町
民
が
、
納

め
よ
う
と
す
る
と
き
に
負
担

が
多
過
ぎ
ま
す
。

౴
町
長
町
の
課
税
ミ
ス

が
あ
っ
た
場
合
は
、
本

税
・
延
滞
金
も
修
正
に
な
り

ま
す
。
延
滞
金
の
割
合
の
見

౴
町
長
水
道
法
で
残
留

塩
素
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ

ム
以
上
を
保
持
す
る
必
要
が

あ
り
、
提
案
の
実
現
に
は
国

の
法
改
正
が
必
要
に
な
り
ま

す
。౴

生
活
環
境
課
長
水
道

は
三
〇
カ
所
あ
り
、
緩か
ん

速
濾
過
２※

方
式
は
い
ろ
い
ろ

そ
く

ろ

か

問
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ
プ

ト
原
虫
対
策
は
膜
濾
過
３※

を

ま
く

ろ

か

加
味
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

谷川連峰から湧出する豊富な清水（谷川地区）

■
税
金
の
延
滞
金

延
滞
利
息
は
高
す
ぎ
な
い
か

※
２

緩
速
濾
過

砂
の
層
を
ゆ
っ
く
り
と
通
す
こ
と
で
、

微
生
物
の
働
き
に
よ
り
浄
化
す
る
方
法
。

安
全
で
お
い
し
い
水
が
得
ら
れ
る
反
面

処
理
時
間
が
か
か
る
た
め
、
あ
る
程
度

以
上
の
規
模
の
水
道
で
は
不
利
で
あ
る
。

現
在
我
が
国
で
は
、
塩
素
等
の
使
用

で
濾
過
時
間
を
短
縮
し
た「
急
速
濾
過
」

が
主
流
で
あ
る
。

※
３

膜
濾
過

近
年
広
ま
っ
て
き
た
浄
化
方
式
で
、

微
細
な
穴
の
開
い
た
膜
を
通
す
こ
と
に

よ
り
、
砂
濾
過
で
は
除
去
し
き
れ
な
い

微
粒
子
や
細
菌
等
を
除
去
で
き
る
。

※
１

ク
リ
プ
ト
原
虫

（
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
ジ
ウ
ム
原
虫
）

一
般
に
家
畜
や
ペ
ッ
ト
な
ど
の
腸
に

存
在
す
る
微
生
物
で
、
糞
便
か
ら
感
染

す
る
。
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取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
か
せ

て
下
さ
い
。

౴
町
長
平
成
二
十
一
年

度
よ
り
保
険
税
を
二
八

％
値
上
げ
し
、
残
り
を
一
般

会
計
で
補
填
し
ま
す
。
医
療

費
縮
小
の
た
め
に
、
生
活
習

慣
病
予
防
等
の
対
策
に
取
り

౴
農
政
課
長
森
林
整
備

隊
を
活
用
し
、
今
年
度

以
上
に
活
動
し
た
い
。

国保充実のための
施策はないか

町長 財源確保し制度維持したい

前
田

善
成
議

員

■
森
林
整
備

活
動
を
支
援
す
る
補
助
や
施
策
は

໰
オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ

ト
※

へ
の
取
り
組
み
は

も
ち
ろ
ん
、
森
林
整
備
な
ど

の
林
業
の
産
業
化
へ
の
取
り

組
み
、
補
助
率
九
三
％
里
山

再
生
事
業
の
活
用
は
。

౴
町
長
緑
の
産
業
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
オ
フ

セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
森
林

を
守
り
た
い
。

໰
社
会
保
険
と
異
な
り
、

事
業
者
負
担
が
無
く
エ

リ
ア
も
狭
い
。
自
営
者
、
年

金
者
に
よ
り
構
成
年
齢
が
高

く
、
中
間
所
得
者
の
負
担
が

重
い
。

さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、

議
会
提
出
の
意
見
書
以
外
の

国保税が大幅に値上げされることになった（各戸回覧のチラシ）

໰
行
政
の
効
率
化
に
不
可

欠
で
す
が
、
地
元
人
材

の
活
用
、
特
に
㈱
水
の
故
郷

は
派
遣
業
の
許
可
を
有
し
た

社
会
保
険
も
完
備
し
、
法
人

税
も
納
入
で
き
ま
す
。
行
政

職
域
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ

カ
の
自
動
車
産
業
の
よ
う
な

観
光
業
を
助
け
る
清
掃
・

ル
ー
ム
な
ど
の
派
遣
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

౴
町
長
大
新
東
㈱
に
任

せ
て
い
き
た
い
し
、
直

営
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

౴
総
合
政
策
課
長
今
後

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

■
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
※

行
政
以
外
に
観
光
面
な
ど
適
用
し
て
は

組
み
、
広
域
に
よ
る
制
度
化

で
、
保
険
税
の
格
差
解
消
に

努
力
し
た
い
。

໰
今
回
の
よ
う
な
急
激
な

値
上
げ
を
教
訓
に
、
三

年
後
の
対
応
、
後
期
高
齢
者

の
保
険
料
を
含
め
た
各
種
税

徴
収
の
一
元
化
・
広
域
化
、

税
の
公
平
に
よ
り
払
え
る
人

か
ら
払
え
な
い
人
に
対
し
て

補
助
し
、
組
合
の
安
定
運
営

に
つ
い
て
発
信
し
て
い
き
ま

す
か
。

౴
町
長
三
年
後
、
値
上

げ
す
る
か
に
つ
い
て
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
財
源
を

確
保
し
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
維
持
し
た
い
。

౴
税
務
課
長
広
域
化
は

弱
者
負
担
を
和
ら
げ
ま

す
。
早
期
の
実
現
化
を
望
む

と
こ
ろ
で
す
。

໰
総
合
徴
収
し
て
、
各
税

は
も
ち
ろ
ん
水
道
料
も

含
め
全
体
の
高
い
と
こ
ろ
か

ら
低
い
と
こ
ろ
へ
の
使
用
方

法
を
検
討
し
、
県
や
国
に
発

信
し
て
ほ
し
い
。

※
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

業
務
の
一
部
を
一
括
し
て
、
他
企
業

な
ど
の
外
部
組
織
に
請
け
負
わ
せ
る
こ

と
。

※
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
組
織
に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
、

一
種
の
仮
想
通
貨
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
権
等
と
し
て

売
却
・
換
金
す
る
こ
と
が
可
能
。
こ
れ

に
よ
り
発
生
し
た
利
益
を
も
っ
て
環
境

保
護
活
動
の
促
進
に
つ
な
げ
る
の
が
ね

ら
い
で
あ
る
。

削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
て
認

証
機
関
に
申
請
し
、
認
証
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
取
得
で
き
る
。
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2 1 年 度 補 正 予 算（7月補正）
総 額主 な 内 容補 正 額項 目

138億636万4千円

地域づくり事業（看板改修等）／1,523万5千円
環境力推進事業（太陽光発電・エコカー購入）

／3,000万円
交通安全対策事業／40万円
防犯対策事業／7万1千円
学童保育所事業（月夜野わんぱくクラブ増築）

／1,300万円
保育園事業（地デジＴＶ購入・園児送迎バス購入）

／2,089万4千円
検診事業（ガン検診委託）／319万円
水道事業会計繰出金／500万円
簡易水道事業会計繰出金／1,500万円
農業振興事業／198万円
小規模土地改良事業／4,467万円
林業振興事業（森林整備補助金）／315万円
商工振興事業（商工会商品券発行補助）

／1,000万円
観光振興事業（たくみの里予約システム構築等）

／1,550万8千円
観光施設総務事業（駐車場整備等）／3,095万円
道路維持事業／2,630万円
橋梁維持事業／500万円
除雪事業（融雪施設改良・除雪機機購入）

／7,386万2千円
後閑地区まちづくり交付金事業／1億円
道整備交付金事業／800万円
後閑駅前整備事業（駐車場整備）／1億5,000万円
都市公園管理事業／700万円
町営住宅管理事業（高日向住宅給水工事）

／2,235万6千円
教育施設耐震整備事業（桃小・北小耐震工事等）

／2億5,117万円
小学校総務事業（地デジテレビ・理科教材整備）

／2,045万8千円
中学校総務事業（地デジテレビ・理科教材整備）

／1,417万7千円
中学校事業（月中パソコン整備）／1,835万円
幼稚園総務事業（地デジＴＶ購入）／204万6千円
社会教育事業（施設修繕）／523万3千円
体育施設事業（名胡桃プール管理・

月夜野ホッケー場人工芝整備）
／1億8,831万7千円

給食センター事業／21万7千円

11億153万4千円一 般 会 計

2億5,893万3千円施設事業（猿ヶ京簡易水道工事）／1,500万円1,500万円簡易水道特
別
会
計

7,498万6千円
建設改良工事（大穴簡易水道）／500万円

収入 500万円
資本的

水道
事業 1億5,702万9千円支出 500万円

777777777777777月臨時議会 平成21年7月7日
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今回の交付金 〜国の15兆円補正予算〜

このたび、国の補正予算決定により、地域活性化・経済危機対策臨時交付金と
公共投資臨時交付金が、みなかみ町に交付されることになりました！
これにより、町では、懸案事業が計画よりも早期に着工されることになります！

・学校・教育施設の地上デジタルテレビ・
暖房機の入れ替えや耐震補強工事

・猿ヶ京簡易水道や大穴簡易水道の濁水防止
工事（濁りのない水の供給）

・後閑駅、上牧駅、上毛高原駅の駐車場整備
・月夜野ホッケー場の人工芝公認グラウンドへ
・プレミアム商品券の発行（町の景気対策 第2弾）

など、盛りだくさんです！

★主な事業は、以下のとおり
商工会商品券

¥500¥500

商工会商
品券

¥500¥500
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亨 亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨

議会だより編集委員会

◆委 員 長 林 一彦
◆副委員長 阿部 賢一
◆委 員 前田 善成

原澤 良輝
河合 幸雄
本多 秀

議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会議会ををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴傍聴しししししししししししててててててててててて
みみみみみみみみみみまままままままままませせせせせせせせせせんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかみませんか？？？？？？？？？？？
◆9月の定例会は、
2～11日を予定しております。

─お問い合わせは─
議会事務局まで

察25‐5023（直通）

審議結果付託委員会提 出 者件 名受理年月日ᶺ

採 択総務文教
藤原3408‐1
諏訪神社改修奉賛会
会長 阿部和廣 ほか1人

諏訪神社舞殿（重要文化財）
改修について

21.5.72

請
願

採 択産業観光
鹿野沢98‐1
鹿野沢区長 小林忠雄 ほか3人

上毛高原駅前のSLをJR水上駅
周辺に移設を求める請願

21.5.283

採 択総務文教
月夜野392‐2
町組区長 武田利男 ほか8人

月夜野総合グラウンドにトイレ
設置のお願い

21.6.14

採 択産業観光
藤原74
綱子区長 中島信義 ほか16人

水上地区（鹿野沢～粟沢）の
道路整備について

21.3.181

陳
情

採 択産業観光
月夜野938‐1
町商工会長 須田松雄

町推進事業に係る地元小規模
事業者の利用に関する

21.4.302

採 択産業観光
月夜野1801‐1
上組区長 小林宗太朗
ほか賛同者6人

沢入地内農道拡幅改良事業に
ついて

21.5.253

継続審査産業観光
新巻859
NPO法人たくみ会
理事長 伊草幸夫 ほか2人

駐車場設置のお願い21.5.284
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議会の動き
広域観光センター改修検討委員会1（金）

５

月

議会全員協議会7（木）
教育推進会議
第32回NHK杯全日本選抜カヌースラローム競技10（日）
老人クラブ連合会ゲートボール大会11（月）
水上飲食店組合定期総会12（火）
協働のまちづくり委員会13（水）
郡定例議長会14（木）
学校組合議会
広域圏組合議会臨時会
利根郡体育協会総会
町ゲートボール協会町長杯争奪戦大会15（金）
月夜野ホタルを守る会役員総会
商工会女性部総会
町の歌制作選考委員会
群馬県議長会役員会18（月）
町村正副議長研修会（～20東京）19（火）
R291号整備促進期成同盟会総会20（水）
北部防火協会定期総会
小口資金融資審査会21（木）
利根沼田公衆衛生協会定期総会
産業観光常任委員会
広域観光センター改修検討委員会
R17号沼田バイパス促進期成同盟会定期総会22（金）
利根地方総合開発協会理事会・総会
商工会通常総代会・就任祝賀会
水上温泉旅館協同組合定時総会
新緑と芸術!水上温泉フェスタオープニング式典23（土）
JA利根沼田通常総代会
第64回群馬県植樹祭
議会運営委員会27（水）
エコツーリズム推進協議会準備会
土地開発公社理事会
地域密着型サービス運営委員会
広域圏組合議会臨時会28（木）
水上防犯協力会懇親会
第3回みなかみ町議会5月臨時会
月夜野ホタルを守る会役員会議29（金）
ガールスカウト県28団入団式・総会30（土）
県民スポーツ祭オープニング大会31（日）
利根沼田勤労者ソフトボール大会

議長会臨時総会・議長事務局長研修（～2東京）1（月）

６

月

都市計画審議会3（水）
町の歌製作選考委員会
議会運営員会
町俳句大会表彰式5（金）
武尊山山開き
民生児童委員協議会総会
教育施設等検討特別委員会
水上温泉フェスタ「ひとりオペラ」6（土）
たくみの里そば祭り（～7）
平標山山開き7（日）
利根沼田消防ポンプ操法競技会
遺族の会郡支部役員総会8（月）
児童館運営協議会
水上地区学校施設建設検討委員会
第4回みなかみ町議会6月定例会（開会日）11（木）
議会常任委員会・現地調査

第4回みなかみ町議会6月定例会（一般質問）12（金）

６

月

議会常任委員会
ホタル等水棲生物供養
「天地人」作家火坂雅志氏講演会13（土）
県環境推進協議会16（火）
協働のまちづくり委員会17（水）
土地開発公社理事会
議会全員協議会18（木）
高等学校に関する懇談会
第4回みなかみ町議会6月定例会（閉会日）19（金）
利根商吹奏楽部定期演奏会20（土）
湯原温泉公園運営委員会23（火）
谷川岳をきれいにする会定期総会
武尊山山開き
小口資金融資審査会24（水）
利根沼田森林組合通常総会
谷川岳交通対策連絡協議会
町スキー場連絡協議会
利根沼田公衆衛生協会水上支部総会25（木）
宝台樹スキー場30周年記念祝賀会・
自然花苑開苑式27（土）

ホタル鑑賞の夕べ
武尊山山開き28（日）
総務文教・教育特別委員会合同視察（新潟県）29（月）
町観光まちづくり協会通常総会
非核平和行進来庁30（火）

議会だより編集特別委員会1（水）

７

月

議会運営委員会
議会全員協議会
県農業トップリーダー研修会2（木）
利根川源流森林整備協議会3（金）
風の音コンサート4（土）
谷川岳山開き5（日）
水ウォーク
非核平和行進来庁
県防犯協会沼田支部総会6（月）
第5回みなかみ町議会7月臨時会7（火）
議会運営委員会
環境力推進委員会
新規学卒就職者激励親睦の集い8（水）
ノルン運営協議会
地域資源∞全国展開プロジェクト委員会9（木）
水上地区まちづくり準備会
みなかみ祭り実行委員会
議会だより編集特別委員会13（月）
軍恩月夜野支部総会
郡定例議長会
相俣・奥利根ダム水源地域ビジョン推進協議会15（水）
協働のまちづくり委員会
県議長会役員会16（木）
利根沼田議会議員親善ゴルフ大会20（月）
新治地区まちづくり準備会21（火）
月夜野地区まちづくり準備会23（木）
玉原道路建設促進期成同盟会
うらわ祭り都市間交流推進連絡協議会26（日）
カッパ祭り・猿ヶ京赤谷湖上花火大会
広域圏組合議会定例会27（月）
暴力追放推進協議会総会29（水）

＊平成21年５月～７月
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今
年
は
み
な
か
み
町
の
大

き
な
事
業
と
し
て
、
月
夜
野

地
区
の
企
業
用
地
の
整
備
、

小
中
学
校
の
耐
震
工
事
、
月

夜
野
地
区
の
都
市
計
画
道
路

な
ど
の
整
備
等
が
始
ま
り
ま

す
。ま

た
月
夜
野
地
区
の
ホ
ッ

ケ
ー
場
を
、
天
然
芝
か
ら
人

工
芝
へ
張
り
替
え
る
た
め
、

議
会
の
総
務
文
教
委
員
会
・

教
育
施
設
特
別
委
員
会
で
は
、

教
育
課
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

の
方
々
と
一
緒
に
、
新
潟
市

城
山
公
園
へ
の
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
町
で
は
、
後
閑
駅

周
辺
の
駐
車
場
整
備
も
予
算

化
さ
れ
、
財
政
も
大
変
な
中

で
す
が
、
住
み
よ
い
夢
の
あ

る
町
づ
く
り
に
、
町
・
議
会

が
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
も

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

河
合
幸
雄

地域の人々により公園の整備が進んでいる

幸
知
区
内
に
は
、
島
神
峡

と
い
う
春
夏
秋
冬
移
り
ゆ
く

景
勝
地
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
の
中
頃
ま
で
は
、
そ

の
美
し
さ
に
訪
れ
る
人
も
多

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

時
の
流
れ
と
共
に
そ
の
存
在

は
次
第
に
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。区

民
の
誰
も
が
、
島
神
峡

を
も
う
一
度
復
活
さ
せ
た
い

と
、
訪
れ
る
人
が
憩
え
る
公

借
り
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ま
ず
は
周
囲
の
桜
が
老
木

化
し
て
い
る
の
で
、
隣
に
若

木
を
三
十
本
ほ
ど
植
樹
、
東

内
に
巨
石
を
数
個
並
べ
る
な

ど
の
作
業
を
予
定
し
て
お
り
、

来
春
に
は
、
芝
桜
の
植
付
け
、

東
屋
の
設
置
な
ど
、
着
実
に

幸
知
島
神
公
園
の
完
成
に
近

づ
い
て
い
ま
す
。

「
幸
せ
を
知
る
」と
い
う
地

名
の
と
お
り
、
こ
の
地
を
訪

れ
る
多
く
の
人
に
幸
せ
が
訪

れ
、
公
園
と
共
に
島
神
峡
が

復
活
す
る
こ
と
を
区
民
の
誰

も
が
願
っ
て
い
ま
す
。

夢
の
実
現
へ
向
け
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
思
い
と
行

動
が
、
観
光
み
な
か
み
町
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
、
幸
せ
で
す
。

京
電
力
に
許

可
を
い
た
だ

き
、
島
神
峡

の
景
観
を
損

ね
る
樹
木
の

切
り
倒
し
、

野
草
を
採
取

し
て
き
て
の

移
植
、
水
や

り
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

年
内
に
は
、

将
来
見
映
え

す
る
樹
木
の

植
樹
や
公
園

島神峡の復活へ

前幸知区長 笹 川 正 志（幸 知）

園
を
島
神
峡
の
対
岸
に
作
っ

て
は
ど
う
か
と
の
提
案
に
皆

が
賛
成
し
、
私
た
ち
の
夢
の

目
標
、（
仮
称
）
幸
知
島
神
公

園
と
し
て
、
区
民
手
作
り
の

公
園
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

公
園
造
り
に
あ
た
っ
て
は
、

と
に
か
く
自
分
た
ち
の
力
で

何
と
か
し
よ
う
と
、
旧
東
京

電
力
宿
舎
の
取
り
壊
し
を
町

に
お
願
い
し
、
そ
の
跡
地
を

四季折々の表情を見せる島神峡

─（仮称）幸知島神公園を区民の手で！─
こう ち しま がみ


